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ゼロ価ニッケル触媒の存在下でアミンと反応して好収率でアリルアミンに転化する反応 を見出 した｡ ま


















1. 二価のニッケル塩-NaBH4系では NaBH4を多 くするとブタジエンより鎖状ダイマー, 少くする
と五貞環ダイマーを生じる｡
2. アルコールやアミン,チオアルコールの存在下ではブタジエンやその鎖状ダイマーの2または1の
位置に付加した生成物ができるOこれらは 7-アリル又はビス 7ー卜アリル中間体との反応と考えられる.
3. ニッケル錯体を用いるアリルエーテルとアミンとの反応でアリルアミンを,アリルアルコールより
ジアリルエーテルなどが収率より出来,いわゆるアリル基の転位反応ができる0
4. 鉄錯体を用いるアリルエーテルとアミンの反応で 1,4ジェニルアミンを,ジアリルアミンの反応
で置換 ピリジンができる｡
5. パラジウム錯体を用いるブタジエンとシッフ塩基との反応でジビニルピペリジンができる｡
6. ニッケル錯体を用いる反応でグリニヤール試薬がブタジエンに容易に付加する｡
以上のようにニッケル錯体などで起るブタジエンの二量化反応を水素化ホウ素ナ トリウムで制御し,普
たブタジエンにアルコール,アミン,チオアルコール,グリニヤール試薬などを付加 した り,ブタジ-ソ
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ダイマーに付加した化合物をつくる反応や,ア1)ル転位反応など合成化学的に価値ある多くの反応を見出
した.これらは学術上のみならず工業上にも寄与するところが少なくないO
よって,本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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